
対象校No. 学校コード F128310108847

設置年度 令和 7年度

計画の区分： 研究科の専攻の設置又は課程の変更

関西学院大学大学院 総合政策研究科 国連システム政策専攻（修士課程）

　　担当部局（課）名 学長室大学企画課

　　　職名・氏名 課長・大野
オオノ

　健一郎
ケンイチロウ

　　　電話番号　　 0798-54-6100（直通）

　　　（夜間）　　 0798-54-6100（直通）

　　　ｅ－mail　　 kgu_planning@kwansei.ac.jp

　　　　　該当番号を記載してください。

　　　　　表題は「計画の区分」に従い、記入してください。

　　　　　例）

　　　　　・学部の設置の場合：「○○大学　△△学部」

　　　　　・大学の設置の場合：「○○大学」

　　　　　https://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/mext_01087.html

　　　４　対象校No.については、「【別紙】令和７年度AC報告書提出対象学科等.pdf」より、

　　　　　なお、該当がない場合は、本番号は学校基本調査での「学校コード」と同様の番号ですので、

　　　　　・大学院の研究科の専攻の設置等の場合：「○○大学大学院　○○研究科　○○専攻（修士課程）」

　　　　　・通信教育課程の開設の場合：「○○大学　△△学部　□□学科（通信教育課程）」

　　　３　学校コードについては、以下URLを確認の上、該当番号を記載してください。

　　　　　当該番号を記載してください。

　　　　　・大学院設置の場合：「○○大学大学院」

　　　　　・大学院の研究科の設置の場合：「○○大学大学院　○○研究科」

　　　　　例）　○○大学　△△学部　□□学科

　　　　　　　　　　　　（旧名称：◇◇学科（平成◇◇年度より学科名称変更））

　　　　　・短期大学の学科の設置の場合：「○○短期大学　△△学科」

　　　　　設置時から対象学部等の名称変更があった場合には、表題には現在の名称を記載し、その下欄に

　　　　　（　　）書きにて、設置時の旧名称を記載してください。

　　　２　大学院の場合は、表題を「○○大学大学院　・・・」と記入してください。

　　　　　・学部の学科の設置の場合：「○○大学　△△学部　□□学科」

（注）１　「計画の区分」は設置時の基本計画書「計画の区分」と同様に記載してください。

　作成担当者

届出

令和７年５月１日現在 

（改正後大学設置基準適用）

学校法人関西学院　　　

【届出】設置に係る設置計画履行状況報告書

　　　　　　　　　　　　　　　注１

注３

注2

注４

注2注2



＜国連システム政策専攻（修士課程）＞
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設　　置　　時 変　更　状　況 備　　　考

（ ムラカミ　イッペイ）

村上　一平

（令和3年4月）

（ モリ　ヤストシ）

森　康俊

（令和5年4月）

（イケガワ　タカユキ）

池側　隆之

（令和7年4月）

（注）・「変更状況」は、変更があった場合に記⼊し、併せて「備考」に変更の理由と変更年⽉⽇、報告年度を
　　　（　）書きで記⼊してください。
　　　（例）令和６年度に報告する内容　→（６）
　　　　　　　令和７年度に報告する内容　→（７）
　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば、「変更状況」に⾚字にて記載（昨年度までに報告
　　　　された記載があれば、そこに⾚字で⾒え消し修正）するとともに、上記と同様に、「備考」に変更理由等を記⼊してください。
　　　・⼤学院の場合には、「職名」を「研究科⻑」等と修正して記⼊してください。
　　　・⼤学独⾃の職名を設けていて当該職位がない場合は、各職に相当する職名の⽅を記載してください。

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　学校法人関西学院

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には、複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載してください。

　　　　関西学院大学大学院

　　　〒662－8501

(注)・対象学部等の位置が⼤学本部の位置と異なる場合、本部の位置を（　）書きで記⼊してください。

（２） 大　学　名

　　　〒669－1330
　　　兵庫県三田市学園上ケ原1番

（３） 調査対象大学等の位置

　　　兵庫県西宮市上ケ原一番町1番155号

理 事 長

（４） 管理運営組織

研究科委員長

学科長等

学　　長

職　　名

1



　　　　設置計画履⾏状況等調査の対象期間が７年を越え、様式に変更が必要な場合には、別途ご連絡ください。

　　

総合政策研究科　
国連システム政策専攻 人

　修士課程

年 人 人

修士 人
（国連システム政策）

人

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期
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入学定員超過率

Ｂ／Ａ

　　　・　「収容定員充⾜率」には、開設年度から報告年度までの報告年度における５⽉１⽇現在の収容定員数に対する学⽣数の割合を記⼊してください。

　　　　報告書を提出する⼤学等は、報告年度から起算した修業年限に相当する期間の収容定員充⾜率を記載してください。
　　　・　「収容定員充⾜率（控除後）」には、「収容定員充⾜率」が1.00倍を超える場合、「⼤学、短期⼤学及び⾼等専⾨学校の設置等に係る認可の基準」
　　　　第１条第２項により修業年限超過者を控除した場合及び附則第２項及び第４項を適⽤した場合の控除及び適⽤後の「収容定員充⾜率」を記⼊してください。
　　　　なお、「収容定員充⾜率」が1.00倍以下の場合や、1.00倍を越える場合であっても上記の控除及び適⽤がない場合には、「－」としてください。
　　　・　「（５）－②　調査対象学部等の名称、定員、⼊学者の状況等」の「平均⼊学定員超過率」及び「収容定員充⾜率」は、

0.40－

－

(注)・　報告年度の５⽉１⽇現在の情報を記⼊してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記⼊してください。）

　　　・　（　 ）内には、編⼊学の状況について外数で記⼊してください。なお、編⼊学を複数年次で⾏っている場合には、
　　　　((  ))書きとするなどし、その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年度には「－」を記⼊してください。
　　　・　転⼊学⽣は記⼊しないでください。

　　　・　学期の区分に従い学⽣を⼊学させる場合は、春季⼊学とその他の学期（春季⼊学以外の学期区分を設けている場合）

　　　　なお、計算の際は⼩数点以下第３位を切り捨て、⼩数点以下第２位まで記⼊してください。

　　　　に分けて数値を記⼊してください。春季⼊学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記⼊してください。
　　　・　「⼊学定員超過率」については、各年度の春季⼊学とその他の学期を合計した⼊学定員、⼊学者数で算出してください。
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　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況
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　　　　なお、計算の際は⼩数点以下第３位を切り捨て、⼩数点以下第２位まで記⼊してください。また、完成年度を越えて

　 　 ・  報告年度に春季⼊学以外の学期区分の設定を予定している場合は、「春季⼊学以外の学期区分について」で「春季⼊学以外の学期区分を設ける予定」を選択するとともに、
　　　　下欄に、⼊学時期と⼊学定員の内訳（予定を含む）を記載してください。（春季⼊学以外の学期区分の設定を予定していない場合は「－」を選択。）

　　　　「４　既設⼤学等の状況」AC対象学部学科等の倍率と⼀致しますので、留意して計算してください。

（５）　調査対象学部等の名称、定員、入学者の状況等

　（５）－①　調査対象学部等の名称等

2年次

　 　 ・　学⽣募集停⽌を予定している場合は、「学⽣募集の停⽌について」で「新規⼊学者を募集停⽌予定」を選択するとともに、

編入学定員 収容定員

調査対象学部等の
名称（学位）

学位又は学科
の分野

　　　　（⼤学であれば「学科」、短期⼤学であれば「専攻課程」）のほか、それらのコースや専攻単位でも記載したものを、
　　　　別ファイルにて提出してください。

(注)・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等、定員を定めている組織ごとに記⼊してください（⼊試区分ごとではありません）。

学生募集の停
止について

　　　・　なお、課程認定等によりコースや専攻に⼊学定員を定めている場合は、法令上規定されている最⼩単位

設 置 時 の 計 画

修業年限

3年次

備　　考

0

　　　　を設置する教育施設において教育を受ける外国⼈学⽣」を記載してください。

入学定員

　　　・　様式は、令和２年度開設の４年制の学科が完成年度を越えて報告する場合（令和７年度までの６年間）ですが、

　　　・　留学⽣については、「出⼊国管理及び難⺠認定法」別表第⼀に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる「留学ビザ」）により、

0

　　　　我が国の⼤学（⼤学院を含む。）、短期⼤学、⾼等専⾨学校、専修学校（専⾨課程）及び我が国の⼤学に⼊学するための準備教育課程

　　　・　短期交換留学⽣など、定員内に含めていない学⽣については記⼊しないでください。

令和２年度 令和３年度 令和４年度

0

春季入学以外の
学期区分につい

て

備　考

【基礎となる学部】
総合政策学部　国際政策学科

－

(注)・　定員を変更した場合は、「備考」に変更前の⼈数、変更年⽉及び報告年度を（　）書きで記⼊してください。
　　　・　基礎となる学部等がある場合には、「備考」に基礎となる学部等の名称を記⼊してください。
　　　・　「学位⼜は学科の分野」には、「認可申請書」⼜は「設置届出書」の「教育課程等の概要（別記様式第２号（その２の１）⼜は（その２の２））」の「学位⼜は学科の分野」と同様に記⼊してください。

　　　　「備考」に「令和○年度から学⽣募集停⽌（予定）」と記載してください。（学⽣募集停⽌を予定していない場合は「－」を選択。）

法学関係

4年次

－

　　　・　調査対象学部等の開設年度から報告年度まで記⼊してください。なお、開設年度以前は「－」を記⼊してください。

　　　　算出に当たっては、「⼤学の設置等に係る提出書類の作成の⼿引（令和８年度開設⽤）Ⅳ.33収容定員の充⾜状況」をご確認ください。

－

春季入学以外
の入学時期と
入学定員内訳

－

(　－ 　)

2



対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期
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(注)・　報告年度の５⽉１⽇現在の情報を記⼊してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記⼊してください。）
・ [ 　 ]内には、留学⽣の状況について、内数で記⼊してください。該当がない年度には「－」を記⼊してください。
・（　）内には、留年者の状況について、内数で記⼊してください。該当がない年度には「－」を記⼊してください。
・ 編⼊学⽣や転⼊学⽣も含めて記⼊してください。その際、備考欄に⼈数の内訳を記⼊してください。
・ 学期の区分に従い学⽣を⼊学させる場合は、春季⼊学とその他の学期（春季⼊学以外の学期区分を設けている場合）
に分けて数値を記⼊してください。春季⼊学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記⼊してください。

・ 「計」については、各年度の春季⼊学とその他の学期を合計した在学者数、留学⽣数を記⼊してください。
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令和２年度 令和３年度

計
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　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況
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令和４年度
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令和７年度

4
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令和６年度

[　－　]

令和５年度
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４年次

１年次

２年次

３年次

備 考
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　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

－ 人 － 人 令和２年度 - 人 - 人

令和２年度 - 人 - 人

令和３年度 - 人 - 人

令和２年度 - 人 - 人

令和３年度 - 人 - 人

令和４年度 - 人 - 人

令和２年度 - 人 - 人

令和３年度 - 人 - 人

令和４年度 - 人 - 人

令和５年度 - 人 - 人

令和２年度 - 人 - 人

令和３年度 - 人 - 人

令和４年度 - 人 - 人

令和５年度 - 人 - 人

令和６年度 - 人 - 人

令和２年度 - 人 人

令和３年度 - 人 - 人

令和４年度 - 人 - 人

令和５年度 - 人 - 人

令和６年度 - 人 - 人

令和７年度 0 人 0 人

0 人 0 人 0 人

(注)・　数字は、報告年度の５⽉１⽇現在の数字を記⼊してください。　（過年度については、各年度末時点の情報として記⼊してください。）
　　　・　各対象年度の在学者数については、対象年度の⼈数を記⼊してください。
　　　・　内訳については、退学した学⽣が⼊学した年度ごとに記⼊してください。また、留学⽣数欄の⼈数については、退学者数の内数を記⼊してください。
　　　・　在学者数、退学者数には編⼊学⽣や転⼊学⽣、転科⽣も含めて記⼊してください。
　　　・　「主な退学理由」は、下の項⽬を参考に記⼊してください。その際、「修学意欲の低下（○⼈）」というように、その⼈数も含めて記⼊してください。
　　　　　　（記⼊項⽬例）・修学意欲の低下　　　・学⼒不⾜　　　・他の教育機関への⼊学・転学　　　　　　　・海外留学
　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学⽣個⼈の⼼⾝に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　（５）－⑤　調査対象学部等の年度ごとの退学者の割合

【令和２年度】

令和２年度の退学者数（ａ） －
令和２年度の在学者数（a+b） #VALUE!

【令和３年度】

令和３年度の退学者数（ａ） －
令和３年度の在学者数（a+b） #VALUE!

【令和４年度】

令和４年度の退学者数（ａ） －
令和４年度の在学者数（a+b） #VALUE!

【令和５年度】

令和５年度の退学者数（ａ） －
令和５年度の在学者数（a+b） #VALUE!

【令和６年度】

令和６年度の退学者数（ａ） －
令和６年度の在学者数（a+b） #VALUE!

【令和７年度】

令和７年度の退学者数（ａ） 0
令和７年度の在学者数（a+b） 0

（注）・　⼩数点以下第３位を切り捨て、⼩数点以下第２位まで表⽰されます。

= = - ％

=

=

=

=

=

=

=

= = - ％

令和７年度 0 人 0 人

人令和４年度 －

退学者数
主な退学理由

（留学生の理由は[　]書き）

　　　区　分

対象年度
うち留学生数

令和２年度

令和３年度

在学者数（b） 退学者数（a）

内訳

入学した年度

－人－ 人

－

合　　計

人

令和５年度 － 人 － 人

人令和６年度 － 人 －

- ％=

- ％

- ％

- ％
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【令和７年度】

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1･2前･後 2 2 1･2前･後 2 2

1･2前･後 6 1 1･2前･後 6 1

1･2前･後 2 1 1･2前･後 2 1

1･2前･後 6 1 1･2前･後 6 1

1･2前･後 2 1 1･2前･後 2 1

1･2前･後 2 1 1･2前･後 2 1

1前 1～3 1 1前 1～3 1

1前 1 1 1前 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1前 1 1 1前 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1前･後 1 1 1前･後 1 1

1前 1 1 1前 1 1

1前･後 1 1 1前･後 1 1

小計（14科目） - － 0 28～30 0 0 0 0 0 0 6 小計（14科目） - － 0 28～30 0 0 0 0 0 0 7

1･2 前 2 1 1･2 前 2 1

1･2 前 2 1 1･2 前 2 1

1･2 前 2 3 1 1･2 前 2 4 1

1･2 前 2 1 1･2 前 2 2 2

1･2 後 2 1 1･2 後 2 1

1･2 前 2 1 1･2 前 2 1

1･2 後 2 1 1･2 後 2 1

1･2 前 2 1 1･2 前 2 1

1･2 後 2 1 1･2 後 2 1

1･2 後 2 1 1･2 後 2 1

1･2 後 2 1 1･2 後 2 1

1･2 通 4 7 1･2 通 4 4

1･2 前･後 2 7 1･2 前･後 2 4

小計（13科目） - 10 18 0 7 0 0 0 0 3 小計（13科目） - 10 18 0 8 0 0 0 0 4

- 10 46～48 0 7 0 0 0 0 9 - 10 46～48 0 8 0 0 0 0 11

（注）・　報告年度の５⽉１⽇現在の情報を記⼊してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記⼊してください。）
　　　・  認可申請書⼜は設置届出書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。
　　　　　なお、設置認可時⼜は届出時、改正前⼤学設置基準（令和４年10⽉１⽇施⾏前）に基づき、対象学部等を設置している場合、
　　　　改正後⼤学設置基準等（令和４年10⽉１⽇施⾏）の適⽤以前については、改正前様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。
　　　・  各欄の作成⽅法は「⼤学の設置等に係る提出書類作成の⼿引」の「教育課程等の概要」を確認してください。
　　　・　「基幹教員等の配置」欄は、⼤学院の研究科⼜は研究科の専攻の場合は、「専任教員等の配置」としてください。
　　　・　「基幹教員等の配置」欄の「基幹教員以外の教員（助⼿を除く）」は、⼤学院の研究科⼜は研究科の専攻の場合は、
　　　　「専任教員以外の教員（助⼿を除く）」としてください。
　　　・　「認可時⼜は届出時」には設置認可時⼜は届出時の授業科⽬全て（基幹教員（⼤学院の研究科⼜は研究科の専攻の場合は
　　　　「専任教員」）以外の教員（助⼿を除く）（改正後⼤学設置基準等の適⽤以前は兼任、兼担教員）が担当する科⽬を含む。）を⿊字で記⼊してください。
　　　　その上で、各年度については、認可時⼜は届出時から変更となっている箇所は太字の⾚字としてください。
　　　　　なお、設置認可時⼜は届出時、改正前⼤学設置基準等（令和４年10⽉１⽇施⾏前）に基づき、対象学部等を設置している場合、
　　　　「認可時⼜は届出時」の「主要授業科⽬」欄は削除し、「基幹教員等の配置」欄は「専任教員等の配置」、「基幹教員以外の教員
　　　　（助⼿を除く）」欄は「兼任・兼担」としてください。その上で、各年度については、「基幹教員（⼤学院の研究科⼜は研究科の
　　　　専攻の場合は「専任教員」）」数は、認可時⼜は届出時の「専任教員」数との⽐較において変更となっている箇所、
　　　　「基幹教員以外の教員（助⼿を除く）（⼤学院の研究科⼜は研究科の専攻の場合は「専任教員以外の教員（助⼿を除く）」）」数は、
　　　　認可時⼜は届出時の「兼任・兼担」数との⽐較において変更となっている箇所を太字の⾚字としてください。
　　　　（専任教員から基幹教員に変更したことをもって太字の⾚字とする必要はありません。）　
　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科⽬についても科⽬名の後ろに「（未開講）」として記⼊してください。
　　　・　１ページ⽬には認可時⼜は届出時と報告年度２つの表を記⼊してください。
　　　・　不要な年度（令和６年度開設であれば令和５年度以前）の表は適宜削除してください。
　　　　（２つの表が１ページに表⽰されるようにしてください。）
　　　・　専⾨職⼤学等の場合、「実験、実習⼜は実技による授業科⽬」には「【※】」、「臨地実務実習」による授業科⽬には「【臨】」、
　　　　　「連携実務演習」による授業科⽬には「【連】」を授業科⽬の名称の右側に記⼊してください。
　　　・　指定規則の改正により、新旧カリキュラムを並⾏して実施している場合は、旧カリキュラムについても記載してください。
　　　　　その場合は、新カリキュラムを全て記載したのち、最後に記載欄を追加し、年度ごとに記載してください。　　　　

International Public Policy

国
連
シ
ス
テ
ム
政
策
科
目

International Public Policy

Research Seminar

論文執筆のためのアカデミックライティング

Research Project in the United Nations

Research Seminar

日本語（論文作成）B

International Issues and Global Order

International Negotiation

ビジネス日本語A

ビジネス日本語B

日本語（論文作成）B

日本語（論文作成）A

総合日本語

日本語（口頭発表）A 日本語（口頭発表）A　（未開講）

ビジネス日本語B

ビジネス日本語C ビジネス日本語C

日本語（論文作成）A

大
学
院
共
通
科
目

配 当
年 次

科目
区分

単位数

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数

２　授業科目の概要

【認可時又は届出時】

授業科目の名称

基幹教員等の配置
基
幹
教
員
以
外

の
教
員
（

助
手

を
除
く
）

主要
授業
科目

（１）－① 授業科目表

主要
授業
科目

基幹教員等の配置
科目
区分

基
幹
教
員
以
外

の
教
員
（

助
手

を
除
く
）

論文執筆のためのアカデミックライティング

国際社会貢献特別実習 国際社会貢献特別実習

国際社会貢献特別課題研究 国際社会貢献特別課題研究

海外フィールドワーク特別実習 海外フィールドワーク特別実習

総合日本語

日本語（口頭発表）B 日本語（口頭発表）B

　　　　　新旧がある年度については、その別がわかるように各年度の右側に（新）⼜は（旧）と追記してください。

Diplomacy, Peace and Security Diplomacy, Peace and Security

International Issues and Global Order

　　　　　（例︓記載順）【認可時⼜は届出時】→【令和７年度】(新)→【令和６年度】(新)→【令和５年度】→【令和４年度】→【令和７年度】(旧)→【令和６年度】(旧)

Research Project in the United Nations

合計（27科目） 合計（27科目）

卒業要件及び履修方法 卒業要件及び履修方法

Internship with UN and Other Agencies Internship with UN and Other Agencies

International Negotiation　（未開講）

＜総合政策研究科　国連システム政策専攻　修士課程＞

ビジネス日本語A

国
連
シ
ス
テ
ム
政
策
科
目

大
学
院
共
通
科
目

修士課程に2年以上在学し、必修科目「International Public Policy」2単位、「Career Seminar for
International Organizations」2単位、「Management of International Organizations」2単位、「Global
Sustainable Development」2単位、「Research Seminar」8単位（2単位×4回履修）と選択科目から14単位
の合計30単位以上を修得し、研究指導を受けた上、専門外国語学力の認定、修士論文の審査と口頭試
問による最終試験に合格することを同課程の修了要件とする。なお、他専攻、他研究科および大学院共
通科目の科目を修得した場合は、4単位までを必要修得単位数に含むことができる。

修士課程に2年以上在学し、必修科目「International Public Policy」2単位、「Career Seminar for International
Organizations」2単位、「Management of International Organizations」2単位、「Global Sustainable Development」2単
位、「Research Seminar」8単位（2単位×4回履修）と選択科目から14単位の合計30単位以上を修得し、研究指導を
受けた上、専門外国語学力の認定、修士論文の審査と口頭試問による最終試験に合格することを同課程の修了要
件とする。なお、他専攻、他研究科および大学院共通科目の科目を修得した場合は、4単位までを必要修得単位数
に含むことができる。

Career Seminar for International Organizations Career Seminar for International Organizations　（未開講）

Management of International Organizations Management of International Organizations

Global Sustainable Development Global Sustainable Development　（未開講）

Global Environmental Policy Global Environmental Policy

International Human Rights and Humanitarian Principles International Human Rights and Humanitarian Principles

Global Diversity Global Diversity

国連ユースボランティア特別実習 国連ユースボランティア特別実習

国連ユースボランティア特別課題研究 国連ユースボランティア特別課題研究
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【令和７年度】

(注)・  ２（１）-① 授業科⽬表に記⼊された各年度における変更内容（配当年次の変更、基幹教員等の配置の変更、
　　　　主要授業科⽬の変更、授業科⽬名の変更、新規科⽬の追加など）を箇条書きで記⼊してください。
　　　　変更がない年度は「特になし。」と記⼊してください。
　　　・　変更内容には、授業科⽬の未開講や廃⽌については記⼊しないでください。また、改正後⼤学設置基準（令和４年10⽉１⽇施⾏）の
　　　　適⽤により、専任教員から基幹教員に変更した場合（例︓「専任教員　教授１」から「基幹教員　教授１」に変更）や、
　　　　兼任・兼担教員から基幹教員以外の教員に変更した場合　（例︓「兼任教員１」から「基幹教員以外の教員１」に変更）については、
　　　　記⼊しないでください。
　　　・　不要な年度（令和６年度開設であれば令和５年度以前）の表は適宜削除してください。
　　　・　指定規則の改正により、新旧カリキュラムを並⾏して実施している場合は、新旧の変更内容をそれぞれ１つの枠内に記⼊してください。

（１）－②授業科目表に関する変更内容

・担当教員の編成を見直したため、以下の科目について専任教員等の配置、兼任・兼担を変更。
　「Management of International Organizations」 変更前「教授3」、変更後「教授4」
　「Global Sustainable Development」　　　　　　変更前「教授1」「兼0」、変更後「教授2」「兼2」
　「Internship with UN and Other Agencies」　　 変更前「教授7」、変更後「教授4」
　「Research Seminar」　　　　　　　　　　　　　変更前「教授7」、変更後「教授4」

 

・専任教員等の配置の小計の変更
　科目区分「国連システム政策科目」　変更前「教授7」、変更後「教授8」

・専任教員等の配置の合計の変更
　変更前「教授7」、変更後「教授8」

・兼任・兼担の小計の変更
　科目区分「大学院共通科目」　　　　変更前「兼6」、 変更後「兼7」
　科目区分「国連システム政策科目」　変更前「兼3」、 変更後「兼4」

・兼任・兼担の合計の変更
　変更前「兼9」、変更後「兼11」
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科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

(注)・　未開講科⽬も含めた教育課程上の授業科⽬数を記⼊するとともに、［　］内に、設置時の計画からの増減を
　　　　記⼊してください。（記⼊例︓１科⽬減の場合︓△１）

　　　　設置時の計画からの増減を記⼊してください。

計

（２） 授業科目数

設置時の計画 変更状況
備考

必修 選択 自由 自由選択計（Ａ） 必修

　　　　の授業科⽬数及び設置時の計画からの増減を記⼊するとともに、「備考」に変更前のカリキュラム（旧カリキュラム）の授業科⽬数と

0 27

[　0　] [　0　] [　0　] [　0　]

225 22 0

　　　・　指定規則の改正により、新旧カリキュラムを並⾏して実施している場合は、「変更状況」には変更後のカリキュラム（新カリキュラム）

527
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１ International Negotiation 2 1･2 後 専門 選択

２

３

(注)・　配当年次に達しているにも関わらず、何らかの理由で未開講となっている授業科⽬について記⼊して
　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記⼊してください。
　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科⽬については記⼊しないでください。
　　　・　教職⼤学院の場合は、「⼀般・専⾨」を「共通・実習・その他」と修正して記⼊してください。

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１

２

３

(注)・　設置時の計画にあり、何らかの理由で廃⽌（教育課程から削除）した授業科⽬について記⼊して
　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記⼊してください。

(注)・　授業科⽬を未開講⼜は廃⽌としたことによる学⽣の履修への影響に関する⼤学の所⾒、
　　　　学⽣への周知⽅法、今後の⽅針などを可能な限り具体的に記⼊してください。

　　　・　該当がない場合は「未開講の理由、代替措置の有無」欄に「該当なし」と記⼊してください。

　　　・　該当がない場合は「廃⽌の理由、代替措置の有無」欄に「該当なし」と記⼊してください。

（３） 未開講科目

未開講の理由、代替措置の有無

担当者の体調不良のため未開講

　　　　ください。
　　　・　専⾨職⼤学等の場合は、「⼀般・専⾨」を「基礎、展開、職業専⾨、総合」と修正して記⼊して

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

International Negotiation：今年度は担当者の体調不良により未開講としたが、令和8年度には開講予定である。
そのため、この科目の受講を希望する学生は来年度受講可能であるため、学生の課程修了への影響はないと考え
る。学生への周知方法としては、時間割表・シラバスおよび指導教員により周知する。

　　　・　専⾨職⼤学等の場合は、「⼀般・専⾨」を「基礎、展開、職業専⾨、総合」と修正して記⼊して
　　　　ください。

（４） 廃止科目

　　　・　教職⼤学院の場合は、「⼀般・専⾨」を「共通・実習・その他」として記⼊してください。

該当なし

廃止の理由、代替措置の有無

8



（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

1

27

(注)・　⼩数点以下第３位を切り捨て、⼩数点以下第２位まで表⽰されます。
　　　・　「未開講科⽬と廃⽌科⽬の計」が、「（３）未開講科⽬」と「（４）廃⽌科⽬」の合計数となるように
　　　　留意してください。

％
設置時の計画の授業科目数の計（Ａ）

未開講科目（３）と廃止科目（４）の計
＝ ＝ 3.7

9



備考

点

0

( 0 )

0

( 0 )

機器・器具、標本は神
戸三田キャンパス全体

【図書】
資料の増加により変更
（７）
【電子図書】
資料の新規購入低減に
より変更（７）
【学術雑誌】
資料（冊子）の新規購
入低減により変更
（７）
【電子ジャーナル】
資料の増加により変更
（７）
【機械・器具】
新規取得及び除却し、
新規取得が除却を上
回ったため増加（７）

(３)講義室等・新設研究科等
の専任教員研究室

講義室 実験・実習室 演習室
新設研究科等の
専任教員研究室

255室
 238室

304室
 301室

170室
 169室

8室
 7室

大学全体
【講義室】
Ⅷ号館新設、大阪梅田
キャンパス・6号館
（聖和キャンパス）用
途変更による増加
（７）
【実験・実習室】
Ⅲ号館・Ⅵ号館用途変
更による増加（７）
【演習室】
Ⅷ号館新設、E号館・C
号館・商学部校舎・情
報メディア棟・6号館
用途変更による増加
（７）
【新設研究科等の専任
教員研究室】
専任教員の採用に伴う
変更（７）

（15,843〔15,405〕）

(４)

　

図
書
・
設
備

〔うち外国書〕

16,985〔16,516〕
 19,142〔18,750〕

8,784〔3,280〕
 9,294〔3,370〕

（227,035〔148,193〕） （15,843〔15,405〕） （8,644〔3,248〕） （16,873〔113,779〕）

17,189〔14,037〕
 16,506〔14,587〕

総合政策研究科
国連システム政

策専攻
修士課程

　　　　を併せて提出してください。
　　　・　国⽴⼤学については「（５）経費の⾒積り及び維持⽅法の概要」は記載不要です。

　　　・　「(４)図書・設備」については、上段に完成年度の予定数値を、下段には報告年度の５⽉１⽇現在の数値を記⼊してください。
　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては、変更部分を⾚字で⾒え消し修正するとともに、
　　　　その理由及び報告年度「（６）」を「備考」に⾚字で記⼊してください。
　　　　　なお、昨年度の報告において⾚字で⾒え消しした部分については、⾒え消しのまま⿊字にしてください。
　　　・　校舎等建物の計画の変更（校舎の総⾯積の減少、建築計画の遅延）がある場合には、「建築等設置計画変更書」

学生納付金以外の維持方法の概要 手数料収入、寄付金収入、補助金収入、資産運用収入、資産売却収入を充当する。

(注)・　設置時の計画を、申請書の様式第２号（その１の２）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている場合、　　　　
　　　　複数の様式に分ける必要はありません。なお、「（１）校地等」及び「（２）校舎」は⼤学全体の数字を、その他の
　　　　項⽬はＡＣ対象学部等の数値を記⼊してください。）

1,119千円 919千円 －千円 －千円 －千円 －千円

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

218千円 218千円 設備購入費 38,881千円 5,791千円 5,791千円

学生１人当り
納付金

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次 第６年次

3,696千円

（8,644〔3,248〕） （16,873〔113,779〕）

計

230,636〔149,227〕
 197,118〔112,200〕

開設前年度 開設年度 完成年度

(５) 教員１人当り研究費等 657千円 657千円 図書購入費 34,743千円 3,696千円
経費
の見
積り

区　　　　分 開設年度 完成年度 区　　分

（227,035〔148,193〕）

共 同 研 究 費 等

機械・器具

点

（　2,958　）

3,313
2,958

（　2,958　）

標本

230,636〔149,227〕
 197,118〔112,200〕

16,985〔16,516〕
 19,142〔18,750〕

8,784〔3,280〕
 9,294〔3,370〕

17,189〔14,037〕
 16,506〔14,587〕

3,313
2,958

〔うち外国書〕 電子図書 〔うち外国書〕 電子ジャーナル
新設学部等

の名称

図　　書 学術雑誌

冊 〔うち外国書〕 種

合　　　計 613,974㎡ 35,995㎡ 0㎡ 649,969㎡

（　 20,413㎡） （　　363㎡） （　279,857㎡）

(２) 校　　　　　舎

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

266,298㎡
 259,081㎡

20,413㎡ 363㎡
287,074㎡
 279,857㎡

（　　259,081㎡）

短期大学（必要面積
2,850㎡）と共用
第2教授研究館取り壊
しによる減少、C-ビ
レッジ（KSC）新設に
よる増加（７）

開設前年度の図書購入
費、設備購入費は対象
学部・研究科の総予算
額で算出。

３　施設・設備の整備状況，経費

区　　　　　分 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

(１) 区　　 分 専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

短期大学（必要面積
3,000㎡）と共用

そ　の　他 43,549㎡ 4,098㎡ 0㎡ 47,647㎡

校
　
地
　
等

校 舎 敷 地 570,425㎡ 31,897㎡ 0㎡ 602,322㎡
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大 学 の 名 称
収容定員充足
率0.7倍以下の
学科数

0
収容定員充足
率1.15倍以上
の学科数

0

年 人 年次 人 年度 年度

人

神学部 4 30 － 120 学士
(神学)

－ 昭和27年

　

文学部 4 770 － 3,080 － － 平成15年

　文化歴史学科 4 275 － 1,100
学士
(文学) － 平成15年

　総合心理科学科 4 175 － 700
学士
(文学) － 平成15年

　文学言語学科 4 320 － 1,280
学士
(文学) － 平成15年

社会学部 4 650 － 2,600 － － 昭和35年

　社会学科 4 650 － 2,600 － 昭和35年

法学部 4 680 － 2,720 － － 昭和23年

　法律学科 4 520 － 2,080
学士
(法学) － 昭和23年

　政治学科 4 160 － 640
学士
(法学) － 昭和23年

経済学部 4 680 － 2,720 － 昭和23年

商学部 4 650 － 2,600 学士
(商学)

－ 昭和26年

理工学部 4 － － － － － 昭和36年

　数理科学科 4 － － －
学士
(理学) － 平成21年 令和3年度入学生より学生募集停止

　物理学科 4 － － －
学士
(理学) － 昭和36年 令和3年度入学生より学生募集停止

　先進エネルギーナノ工学科 4 － － － 学士
(工学)

－ 平成27年 令和3年度入学生より学生募集停止

　化学科 4 － － －
学士
(理学) － 昭和36年 令和3年度入学生より学生募集停止

　環境・応用化学科 4 － － － 学士
(工学)

－ 平成27年 令和3年度入学生より学生募集停止

　生命科学科 4 － － － － 平成14年 令和3年度入学生より学生募集停止

　生命医化学科 4 － － － － 平成27年 令和3年度入学生より学生募集停止

　情報科学科 4 － － － － 平成14年 令和3年度入学生より学生募集停止

　人間システム工学科 4 － － － 学士
(工学)

－ 平成21年 令和3年度入学生より学生募集停止

学士
(情報科

学)

－ － 同上

－ － 同上

学士
(生命科

学)

－ － 同上

学士
(生命

医化学)
－ － 同上

－ － 同上

－ － 同上

－ － 同上

－ － 同上

－ － －

－ －
兵庫県三田市
学園上ケ原1番

学士
(経済学) 1.08 1.03 同上

1.08 1.04 同上

1.07 1.04 －

1.05 1.02 同上

1.13 1.09 同上

1.06 1.03 －

学士
(社会学) 1.06 1.03 同上

1.06 1.03 同上

1.09 1.05 同上

1.09 1.05 同上

1.12 1.05
兵庫県西宮市
上ケ原一番町
1番155号

1.08 1.04 －

倍

収容定員
充足率

（控除後）

倍

　関　西　学　院　大　学

４　既設大学等の状況

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

収容定員
充足率

定員変更
年度

（AC期間
の学科の

み）

開設
年度

所在地 備　　考
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総合政策学部 4 495 － 1,980 － － 平成7年 学部一括募集を実施

　総合政策学科 4 150 － 600 － 平成7年

　メディア情報学科 4 95 － 380
学士

(総合政
策)

－ 平成14年

　都市政策学科 4 130 － 520

学士
(総合政

策)
－ 平成21年

　国際政策学科 4 120 － 480

学士
(総合政

策)
－ 平成21年

人間福祉学部 4 300 － 1,200 － － 平成20年

　社会福祉学科 4 110 － 440

学士
(社会

福祉学) － 平成20年

　社会起業学科 4 90 － 360
学士

(社会起
業)

－ 平成20年

　人間科学科 4 100 － 400
学士

(人間科
学)

－ 平成20年

3年次

教育学部 4 350 5 1,410 － － 平成25年

　教育学科 4 350 5 1,410 － 平成25年

国際学部 4 300 － 1,200 － － 平成22年

　国際学科 4 300 － 1,200 － 平成22年

理学部 4 180 － 720 － － 令和3年

　数理科学科 4 54 － 216
学士
(理学) － 令和3年

　物理・宇宙学科 4 60 － 240
学士
(理学) － 令和3年

　化学科 4 66 － 264 学士
(理学)

－ 令和3年

工学部 4 265 － 1,060 － － 令和3年

　物質工学課程 4 55 － 220
学士
(工学) － 令和3年

　電気電子応用工学課程 4 60 － 240
学士
(工学) － 令和3年

　情報工学課程 4 90 － 360 学士
(工学)

－ 令和3年

　知能・機械工学課程 4 60 － 240 学士
(工学)

－ 令和3年

生命環境学部 4 228 － 912 － － 令和3年

　生物科学科 4 61 － 244
学士
(理学) － 令和3年

　生命医科学科 4 84 － 336
学士
(生命

医科学)
－ 令和3年

　環境応用化学科 4 83 － 332 学士
(工学)

－ 令和3年

建築学部 4 132 － 528 － － 令和3年

　建築学科 4 132 － 528 学士
(工学)

－ 令和3年

大学全体 4 5,710
3年次

5 22,850 － － －－ － －

1.18 1.12 同上

1.13 1.10 －

1.13 1.10 同上

1.09 1.05 －

1.00 － 同上

1.06 1.03 同上

1.12 1.07 同上

1.10 1.05 同上

1.08 1.06 同上

1.10 1.06 同上

1.08 1.04 －

1.02 0.97 同上

1.07 1.04 －

1.08 1.05
兵庫県三田市
学園上ケ原1番

1.05 1.00 同上

1.06 1.01 －

学士
(国際学) 1.06 1.01

兵庫県西宮市
上ケ原一番町
1番155号

1.10 1.06 同上

1.06 1.04 －

学士
(教育学) 1.06 1.04

兵庫県西宮市
岡田山7番54号

1.08 1.04 －

1.05 1.00
兵庫県西宮市
上ケ原一番町
1番155号

1.09 1.05 同上

1.13 1.08 同上

1.02 0.99 同上

1.07 1.02 同上

1.08 1.03 －

学士
(総合政

策)

1.11 1.04
兵庫県三田市
学園上ケ原1番
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　　　・「収容定員充⾜率」には、報告年度における５⽉１⽇現在の収容定員数に対する学⽣数の割合を記⼊してください。

　　　・「収容定員充⾜率（控除後）」には、「収容定員充⾜率」が1.00倍を超える場合、「⼤学、短期⼤学及び⾼等専⾨学校の設置等に係る認可の基準」
　　　　第１条第２項により修業年限超過者を控除した場合及び附則第２項及び第４項を適⽤した場合の控除及び適⽤後の「収容定員充⾜率」を記⼊してください。
　　　　なお、「収容定員充⾜率」が1.00倍以下の場合や、1.00倍を越える場合であっても上記の控除及び適⽤がない場合には、「－」としてください。
　　　・「収容定員充⾜率（控除後含む）」は、⼩数点以下第３位を切り捨て、⼩数点以下第２位まで記⼊してください。

　　　　※「⼊学定員を定めている組織」ごとには、課程認定等によりコース・専攻に⼊学定員を定めている場合を含めます。

　　　・「所在地」及び「備考」欄については、セルの結合ではなく、書式設定より設定の上、⽂字サイズ変更を⾏ってください。

　　　　報告年度の５⽉１⽇現在の状況を記⼊してください。（⼤学院、専攻科及び別科を除く）
        なお、本調査の対象となっている⼤学等の設置者が設置している他の⼤学等の状況については、記⼊する必要はありません。

　　　・学部の学科等、「⼊学定員を定めている組織」ごとに全ての組織を記⼊してください。

(注)・本調査の対象となっている⼤学、短期⼤学及び⾼等専⾨学校（以下「⼤学等」という。）について、既に設置している学部等（短期⼤学、⾼等専⾨学校にあっては学科等）の

　　　　詳しくは、本シート右に記載のコメント機能で操作⽅法を案内していますのでご参照ください。

　　　・「備考」の欄については、学年進⾏中の⼊学定員の増減や学⽣募集停⽌など、収容定員に影響のある情報を記⼊してください。

　　　・記載項⽬以外、保護をかけています。不要な⾏は、「⾮表⽰」設定としてください。また、記載する必要がない学校種の記載欄については、
　　　　「⼊学定員超過率」及び「収容定員充⾜率」が0.7倍以下⼜は1.15倍以上の学科数を記⼊する項⽬を「－」とした上で、「⾮表⽰」設定としてください。

　　　　　履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。
      ・本年度ＡＣの対象となる学部等については、必ず下線を引いてください。

　　　　算出に当たっては、「⼤学の設置等に係る提出書類の作成の⼿引（令和８年度開設⽤）Ⅳ.33収容定員の充⾜状況」をご確認ください。

　　　　また、0.7倍以下⼜は1.15倍以上の学科については、必ず太字にしてください。当該設定は、学科のみとし、学部及び専攻を太字にする必要はありません。

　　　　開設後、完成年度を迎えていない学科等については、開設年度から報告年度までの報告年度における５⽉１⽇現在の収容定員数に対する学⽣数の割合を記載してください。
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区　　　分
今後の

の実施計画

認　可　時

（令和６年度）

設置計画履行状況

調　査　結　果

（令和７年度）

設置計画履行状況

調　査　結　果

（令和８年度）

　　　　【令和６年度報告書から記載内容に変更がある場合】
　　　　　令和６年度報告書の記載内容を転記し⽂末に「（６）」と記載した上で、変更後の「履⾏状況」及び
　　　　　「今後の実施計画」を記載し⽂末に「（７）」と記載してください。
　　　　【令和６年度報告書から記載内容に変更がない場合】
　　　　　令和６年度報告書の記載内容を転記し⽂末に「（６）（７）」と記載してください。
　　　　【令和７年度から新たに調査対象となった学科等⼜は令和６年度設置計画履⾏状況調査で付された指摘の場合】
　　　　　「履⾏状況」及び「今後の実施計画」を記載し⽂末に「（７）」と記載してください。

６　附帯事項等に対する履行状況等

附　帯　事　項　等

【届出】
遵守事項

履行中

履　行　状　況

・神学部（収容定員120名）の令和
6年度における在籍学生数は139名
で、収容定員充足率は1.15倍で
あったが、令和7年度の在籍学生数
は135名であり、収容定員充足率は
1.12倍に改善した。
・総合政策学部（収容定員1,980
名）の令和6年度における在籍学生
数は2,139名で、収容定員充足率は
1.08倍だった。総合政策学部は学
部一括入試を行っているため、令
和6年度入学者数を定員按分して学
科単位で在籍学生数を算出したこ
とにより、メディア情報学科（収
容定員380名）の収容定員充足率が
1.15倍となった。令和7年度は総合
政策学部の在籍学生数は2,149名、
入学者数は514名であり、令和6年
度同様に算出した場合、メディア
情報学科の収容定員充足率は、
1.13倍に改善した。（7）

・神学部の収容定員超
過の是正に努めるこ
と。
・総合政策学部メディ
ア情報学科の収容定員
超過の是正に努めるこ
と。

引き続き入学者選抜を適切に実
施し、収容定員超過の改善に努め
ていく。（7）

　　　　具体的に記⼊してください。

　　　・　「設置計画履⾏状況調査結果」には、当該調査の実施年度の年を記⼊してください。

　　　・　「設置計画履⾏状況調査結果」には、当該年度の調査の結果、当該⼤学に付された指摘を
　　　　全て記⼊するとともに、付された指摘に対する履⾏状況等について、具体的かつ明確に記⼊してください。
　　　　その履⾏状況等の参考や根拠となる資料があれば、添付してください。
　　　・　「履⾏状況」では、履⾏中であれば「履⾏中」、履⾏が完了していれば「履⾏済」を選択してください。
　　　・　該当がない場合には、「附帯事項等」の部分に「該当なし」と記⼊してください。

　　　・　認可時または届出時に付された附帯事項に対する履⾏状況等の記載に当たっては、以下のとおり記載してください。

　　　　寄附⾏為変更の認可の申請に係る附帯事項を除く。以下同様。） と、それに対する履⾏状況等について、
(注)・　「認可時」には、認可時または届出時に付された附帯事項（学校法⼈の寄附⾏為⼜は
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設　置　時　の　計　画 変更内容・状況、今後の見通しなど

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ・ＳＤ活動含む）

①　実施体制

　ａ　委員会の設置状況

〇全学的な取組み
FD活動を含む教員の資質の維持向上の取組みに対する意思決定の高度化及び施策の全学的推進を図るため、高等教育推進
センター会議のもとに大学院FD部会と教育力向上企画専門部会を設置。これらの部会はFD施策の全学的方針を立案し、FD
強化に取り組んでいくこと、また教授法を学部等と共有する等の教育支援や学習支援を主として担う。別紙2「高等教育
推進センター規程」を添付。

＜大学院FD部会（令和7年度）＞
随時開催。高等教育推進センター長を部会長に、教務機構長補佐、各研究科副委員長（副研究科長）、国連・外交関連プ
ログラム室副室長などで構成する。

＜教育力向上企画専門部会（令和7年度）＞
月1回の開催。高等教育推進センター長（部会長）、センター委員のほか、学長補佐、教務機構長補佐、センター長指名
の者（センター教員）で構成する。

７　その他全般的事項

＜総合政策研究科　国連システム政策専攻　修士課程＞

（１） 設置計画変更事項等

（注）・　１〜６の項⽬に記⼊した事項以外で、設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）
　　　　及び法令適合性に関して⽣じた留意すべき事項について記⼊してください。

担当教員の変更に伴い、「Management of International
Organizations」「Global Sustainable Development」の講
義等の内容を変更（7）【別紙1】

「別記様式第2号（その3の1）授業科目の概要」

○研究科の取組み
総合政策研究科では教員の資質の維持向上のために、FD委員会を設置している。

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

〇全学的な取組み
＜高等教育推進センター会議（令和7年度）＞
月1回の開催。高等教育推進センター長（議長）、センター委員、事務課長のほか、学長補佐、教務副機構長らなどで構
成する。

○研究科の取組み
（令和7年度）
総合政策研究科のFD委員会は、コンビーナ（研究科副委員長）および研究科から選出された8名で構成されているが、所
属教員全員参加する形式で委員会を実施している。
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　ｂ　実施方法

〇全学的な取組み
1）全学の新任教員を対象に年間計画に従い15時間の受講を課し、4月（8時間）、9月（4時間）、2月（3時間）を基準と
して3回のプログラムを実施。
2）全教職員を対象に実施。
3）毎学期実施。
4）各研究科のFD活動報告を高等教育推進センターウェブサイトに掲載（一部を抜粋して「高等教育推進センターニュー
スレター」にも掲載している）。

○研究科の取組み
令和7年度は以下の令和6年度の実施方法と同様に実施予定。
1）教授会構成員（研究科委員会構成員含む）を対象とし、メディア情報学科所属教員を講師として実施（対面）。
2）教授会構成員（研究科委員会構成員含む）を対象とし、学部研究推進委員コンビーナを講師として実施（対面）。
3）教授会構成員（研究科委員会構成員含む）を対象とし、副学部長（教務担当）から説明、相互チェックを実施（対
面）。

　ｃ　委員会の審議事項等

〇全学的な取組み
＜大学院FD部会＞
以下の事項について審議、確認。
・各研究科のFD実施状況の確認をはじめ、大学院のFD（ファカルティ・ディベロップメント）施策について、各研究科等
の独自の取組を尊重しつつ全学的方針を立案する。

＜教育力向上企画専門部会＞
本学が行う授業の内容及び方法の充実と向上を図るための施策を企画・立案する。

○研究科の取組み
総合政策研究科で開講するシラバスの内容を相互評価・チェックや研究倫理をテーマとした内容でFD委員会を開催する。

②　実施状況

　ａ　実施内容

〇全学的な取組み
1) 新任教員研修
2) FD・SD講演会、FDワークショップ
3) 大学院における「学生による授業評価」の実施
4) 各研究科のFD活動報告

○研究科の取組み
令和7年度は以下の令和6年度の実績をもとに実施予定。
1) Slackの活用方法について
2) 研究倫理教育・コンプライアンス教育について
3) シラバスの第3者チェック（相互評価・チェック）

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

〇全学的な取組み
1)
【令和7年度】
　第1回を4月3日、4日に開催。対象者53名全員（学部教員を含む）が出席。主な内容は以下のとおり。
・大学人としてのスキル－教育研究以外の側面を中心として－
・学院のミッションとビジョン
・研究支援及び研究倫理等に関する取組と安全保障輸出管理について
・本学の教育活動について
・各種データから見る本学学生の特徴
・ハラスメントの予防と対応について
・大学での合理的配慮と学生相談について
・教員と学生のメンタルヘルス
・本学の授業実践事例の紹介
・本学の様々な学習リソースについて
・大学図書館の選書と利用について
・LMSの基本操作

  第2回を8～9月、第3回を2～3月頃に実施予定（但し、高等教育機関における専従の教歴が10年未満の者は年間15時間の
受講を、10年以上の者は4月の研修を必須としつつ、以降は任意の受講としている）。
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○研究科の取組み
令和7年度内に順次実施予定。

(注)・「①ａ　委員会の設置状況」には、関係規程等を転載⼜は添付すること。
　　　　「②実施状況」には、実施されている取組を全て記載すること。（記⼊例参照）

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

〇全学的な取組み
○研究科の取組み
いずれについても令和7年度中に順次上記の取組みを行い、今後それらの結果を授業改善につなげていく予定。

③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況

　ａ　実施の有無及び実施時期

令和7年度中に実施予定。
例年同様に、学期ごとに全学生を対象に各研究科でアンケート様式を決定し回収、集計、分析を行う。

　ｂ　教員や学生への公開状況、方法等

高等教育推進センターが中心となって、年度単位で授業評価アンケート結果を集計・分析の上「総評」としてまとめ、そ
の結果等については、大学全体（大学院FD部会）及び各研究科にて共有する。

2）
【令和7年度】
　令和6年度と同様に年度内3回程度（ 9月、12月、以降3月末を目安とする）のFD講演会を計画し、それぞれテーマと内
容を検討している。

3） 春学期には春学期開講科目を、秋学期には秋学期開講および通年開講科目を対象とすることを原則として、統一様式
あるいは各研究科独自様式のいずれかにて実施する予定。

4) 各研究科のFD活動報告を高等教育推進センターウェブサイトに掲載（一部を抜粋して「高等教育推進センターニュー
スレター」にも掲載）の予定。
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　　（5月1日現在の委員名簿も添付してください。委員に変更がある場合は、その内容と各区分を踏まえた委員構成で

　　　あることを説明してください。併せて、別途委員名簿を変更内容が分かるよう加筆の上、提出してください。）

（３） 教育課程連携協議会に関する事項

　※専門職大学、専門職短期大学、専門職学科、専門職大学院以外は「該当なし」と記入ください。

該当なし

　c　教育課程連携協議会が審議した内容を踏まえた大学での教育課程への反映状況

　　記入例）

　　・　地域との連携に関する○○の観点から教育課程に対する提案内容

①　体制

　ａ　委員会の設置状況

　ｂ　委員会の開催状況（回数や開催日など）

　ｃ　委員会の審議事項等

②　審議状況

　ａ　審議した内容

　b　教育課程連携協議会が審議した内容を踏まえた大学での教育課程への見直し状況

　ｄ　その他

　　・　産業界との連携に関する○○の観点から教育課程に対する提案内容
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※設置計画が各大学等が社会に対して着実に実現していく構想を表したものであることに鑑み、

　設置計画履行状況報告書については、各大学等のウェブサイトに公表するなど、積極的な情報提供をお願いします。

　ａ　公表予定の有無　　〔　　　有　　　・　　　無　　　〕

≪ａで「有」の場合≫

　ｄ　公表しない理由　　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　ｂ　公表（予定）時期　〔　調査結果公表後１ヶ月以内　・　公表後２～３ヶ月以内　・　公表後３ヶ月以降　〕

≪ａで公表「無」の場合≫

（５） 情報公表に関する事項

(注)・　設置時の計画の変更（⼜は未実施）の有無に関わらず記⼊してください。
　　　　また、「①　設置の趣旨・⽬的の達成状況に関する総括評価・所⾒」については、できるだけ具体的な根拠を含めて記⼊してください。
　　　　なお、「②　⾃⼰点検・評価報告書」については、当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書について記⼊してください。

③　認証評価を受ける計画

　　・令和2年度に大学基準協会による機関別認証評価を受審。次回は令和9年度に受審予定。

　ｃ　公表方法　　　　　〔　ウェブサイトへの掲載　・　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　〕

　（専門職大学、専門職短期大学、専門職大学院については、機関別認証評価と分野別認証評価それぞれの受審計画について記載してください。）

②　自己点検・評価報告書

　ａ　公表（予定）時期

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

○　設置計画履行状況報告書（令和７年度）

　　・令和6年度の自己点検・評価報告書（中期計画総括シート）について、令和7年度に公表予定。

　ｂ　公表方法

　　・大学Ｗｅｂサイトにて公表予定

総合政策研究科国連システム政策専攻（入学定員10名）では、国連や多くの専門的国際機関、国際開発金融機関、国際
NGO・NPO、またJICAなどの政府の国際協力機関における「世界の公共分野で活躍するグローバル・リーダー」の育成を目
的としている。開設1年目は4名の入学生を迎えた。積極的な広報活動を行ったものの、入学定員を充足する入学者数を確
保することができなかったため、入試広報活動を強化するともに、令和7年度の入試データ等を活用し入学定員の充足に
努めたい。
また、国連システム政策専攻設置の趣旨・目的を実現するための教員組織及び教育課程を編成したが、1年目の春学期に
おいては、一部未開講科目があるものの、それら以外については適正な規模で予定どおり開講し、ほぼ順調にスタートし
たと考えている。今後も学年進行に従って、教員組織及び教育課程をはじめとする設置計画を確実に履行したい。

（４） 自己点検・評価等に関する事項
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

Management of International Organizations
（国際組織運営論）

The purpose of this course is to enable graduate students to understand how
international organizations, using the United Nations and its agencies as an
example, are operated. It examines the managerial aspects of international
organizations from various perspectives. Topics of study include mandates,
governance mechanisms,emergency management, strategic and program development,
budgeting and resource mobilization, organizational effectiveness, evaluation of
transparency and accountability, and the implementation of sustainable development
goals. Students will be able to acquire more information and be prepared for
working in the United Nations and other international organizations upon
completion of the course.

Omunibus Lectures

(Naomi　Konishi)
・Theory and practices of HRM (Human Resources Management): Understanding a
concept of strategic HRM, and how it applies to international organizations.
・Career management system in international organizations: Deepening knowledge of
a competency-based organizational culture and a mechanism to build and strengthen
other human resources systems in an organization.
・Managing diverse workforce - a key for sucess in a global working environment:
Exploring key characteristics and implications through a case study of diversity
management strategy and policy.

オムニバス方式

(Yasuko　Shimizu)
・Introduction to the Course/Students Expectation/Overview of the UN System
・Security Risk Management/Program Criticality Assessment/Stress Management: How
to measure risks relating to security, determine the level of UN activities and to
manage own stress in situations with high security concern.
・Emergency Management: How to get prepared for un expected emergency situations
such as disasters and/or refugee influx.
・Humanitarian Architechture - Global- and Country-level Cooperation: How to
respond in a coordinated manner to humanitarian situations caused by disaster or
armed conflict with UN agencies and NGOs at the global and country levels.
・Project Management/Working with NGOs at the Country Level: How UN agenciew to
identify needs and develop, implement and monitor projects in collaboration with
NGOs.
・Peacebuilding Architechture/Transitional Assistance/Broad-based collaboration
: How international communities to contribute to the peacebuilding and state-
building processes in countries emerging from armed conflict; how to establish
broader collaboration among humanitarian assistance, development programmes,
mutltilateral organizations and bilateral aids.
・Students' Presentation on Specific Management Issue/Course Evaluation

(Shunichi　Murata)
・UN Country Team/UN Country-level Management:
The session would research and discuss "Transformation of UN coordination and the

UN the country team" in the context of SDG implementation (the various examples of
the UN Resident Coordinator and the rest of the participating  UN agecies would be
used)

（Makiko Tagashira)
・UN General Assembly/Governance Mechanism/Enterprise Risk Management
Management of the UN General Assembly, roles and functions of the secretariat,
President, and member countries. Governance mechanisms and structures of UN
agencies with their Executive Boards, and their overall risk management processes

 (Yasumitsu Douken)
・UNSustainable Development Cooperation Framework (UNSDCF)/Country-level
Cooperation
UN's cooperation and programming framework and processes at the country level, and
how they align with respective UN agency goals and strategies

別記様式第２号（その３の１）

授 業 科 目 の 概 要

（総合政策研究科　国連システム政策専攻　修士課程）

科目
区分

国
連
シ
ス
テ
ム
政
策
科
目

別紙1
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

別記様式第２号（その３の１）

授 業 科 目 の 概 要

（総合政策研究科　国連システム政策専攻　修士課程）

科目
区分

Management of International Organizations
（国際組織運営論）

本講義は、大学院生が、国連とその機関を例として国際機関がどのように運営されているか
を理解できるようにすることを目的とし、さまざまな観点から国際機関の管理的側面を検討
する。 検討対象としては、マンデート（任務）、ガバナンスメカニズム、 緊急対応、戦略
とプログラムの開発、 予算編成と資源動員、 組織の有効性、透明性と説明責任の評価、持
続可能な開発目標の実施手段などの最新トピックなどである。学生は、より多くの情報を得
ることができ、国連やその他の国際機関で働くための準備を整えてコースを終了することが
できる。

（オムニバス方式/全14回）

（2　小西　尚実/3回）
・HRM（人的資源管理）の理論と実践：戦略的HRMの概念とそれが国際組織にどのように適用
されるかを理解する。
・国際機関におけるキャリアマネジメントシステム：コンピテンシーに基づく組織文化や組
織内のその他の人事制度を構築・強化する仕組みについての知識を深める。
・多様な労働力の管理 - グローバルな労働環境で成功するための鍵: ダイバーシティ管理
戦略と政策のケーススタディを通じて主要な特徴と影響を探る。

オムニバス方式

（4　清水　康子/8回）
・コースの紹介/学生の期待/国連システムの概要
・安全保障リスク管理/プログラム重要性評価/ストレス管理: 安全保障に関するリスクを測
定し、国連活動のレベルを決定し、安全保障上の懸念が高い状況で自身のストレスを管理す
る方法。（計2回）
・危機管理：災害や難民の流入など、予期せぬ緊急事態にどう備えるか。
・人道的アーキテクチャー世界レベルおよび国レベルの協力：災害や武力紛争によって引き
起こされる人道的状況に、世界レベルおよび国レベルで国連機関やNGOと連携してどのよう
に対応するか。
・プロジェクト管理/国レベルでのNGOとの連携: 国連機関がNGOと協力してニーズを特定
し、プロジェクトを開発、実施、監視する方法。
・平和構築アーキテクチャ/移行期支援/広範な協力：国際社会が武力紛争から立ち直った
国々の平和構築と国家建設のプロセスにどのように貢献するか。人道支援、開発プログラ
ム、多国間機関、二国間援助の間でより広範な協力をどのように確立するか。
・学生による具体的な経営課題に関するプレゼンテーション／授業評価

（7　村田　俊一/1回）
・UN カントリーチーム・国レベルでのマネジメント
このセッションでは、SDG実施に関連した「国連調整と国連カントリーチームの変革」につ
いて研究し、議論する（国連常駐調整官と他の参加国連機関のさまざまな例が使用され
る）。

（17　田頭　麻樹子/1回）
・国連総会・統治機構・企業リスク管理
国連総会の運営、事務局、議長、加盟国の役割と機能。 国連機関と執行委員会のガバナン
スメカニズムと構造、およびその全体的なリスク管理プロセス

（18　道券　康充/1回）
・国連持続可能な開発協力枠組み（UNSDCF）／国レベル協力
国レベルでの国連の協力と計画の枠組みとプロセス、およびそれらがそれぞれの国連機関の
目標と戦略とどのように連携しているか
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

別記様式第２号（その３の１）

授 業 科 目 の 概 要

（総合政策研究科　国連システム政策専攻　修士課程）

科目
区分

Global Sustainable Development
（国際開発論）

This course focuses on the global development agenda, which is a significant
transition from the Millennium Development Goals (MDGs) to the Sustainable
Development Goals (SDGs), and specifically examines the complex implementation
aspects of the SDGs. The SDGs consist of 17 goals and 169 targets adopted by all
193 United Nations member states. The following five points are the main
characteristics that distinguish the SDGs from the MDGs: (i) leaving no one
behind, (ii) relevance to all countries, including both developing and developed
countries, (iii) expanding the scope from poverty reduction to sustainable
development, (iv) encompassing human rights, peace, security, and other elements
that were included in the 2000 Millennium Declaration but not in the MDGs, and (v)
identifying means of implementation for each goal. In this course, a wide range of
implementation approaches for each goal is outlined, and discussions are held on
how global consensus was built, the feasibility of implementing the SDGs, the
strategies employed to achieve them, and the interests and involvement of key
stakeholders.

オムニバス方式

Omunibus Lectures

 (Keiko Nishino)
・Introduction of resource person(s) and seminar contents
・Sustainable Development & Leave No One Behind:review the context of Leave No One
Behind in the SDGs, present situations and challenges
・SDGs 4 Education: analyze the current situation of global education and try to
answer such questions for leaving no children and adults behind from quality
education.
・SDGs 5 Gender Equality:analyze the root causes of gender inequalities, getting
out of ultra-poor situations and to include all in financial systems for the
underserved population, especially women.
・Monitoring the progress of SDGs, VNRs and other systems:use the VNR and other
monitoring tools to review the progress and challenges for achiving the SDGs.
・Wrap up this session by clarifying the contents of Sustainable Development
Goals/Course Evaluation

(Makiko Tagashira)
・SDGs 8 Employment, Inclusive Growth: analyze recent global trends in employment,
and discuss why advancing SDG 8 is necessary to reduce poverty and inequality and
achieve the objectives of the 2030 Agenda.
・SDGs 10 Reduce Inequality:Discuss existing challenges, and explore possible
additional indicators to better capture/address income and non-income inequality.

 (Yasumitsu Douken)
・SDGs 16 Peace Justice and Strong Institutions:review the progress made toward
this goal, analyze its interlinkages with other SDGs, and discuss the challenges
and opportunities it presents.
・SDGs 1 Poverty Reduction:explore global efforts to achieve SDG 1, with a focus
on the Multidimensional Poverty Index (MPI) as a tool to address poverty.
 

 (Rintaro Mori)
・SDGs 3 Health System and Governance:discusses how health has become the major
agenda item in global diplomacy and introduces the architecture around the health
system, including its six building blocks.
・SDGs 3 Women's and Children's Health and Wellbeing:discusses how the women's and
children's health agenda has transformed amid the emerging population.
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

別記様式第２号（その３の１）

授 業 科 目 の 概 要

（総合政策研究科　国連システム政策専攻　修士課程）

科目
区分

Global Sustainable Development
（国際開発論）

（オムニバス方式/全14回）
本講義は、ミレニアム開発目標 (MDGs) から持続可能な開発目標 (SDGs) への重要な移行で
あるグローバル開発アジェンダに焦点を当て、SDGs の複雑な実施側面に焦点を当てる。
SDGs には、193の全ての国連加盟国が採択した17の目標と169のターゲットが含まれてお
り、SDGsをMDGsと区別する主な特徴として次の５点があげられる。それらは、(i) 誰も取り
残さない、 (ii) 発展途上国と先進国の両方を含むすべての国に関係する、 (iii) 貧困削
減から持続可能な開発へと範囲を拡大する、 (iv) 2000 年のミレニアム宣言には含まれて
いたが、MDGs には含まれていなかった人権、平和、安全等が含まれている、 そして(v) 各
目標の実施手段を特定するというものである。 このコースでは、それぞれの目標を達成す
るための幅広い実施手段を概説し、世界的なコンセンサスがどのように構築されたか、SDGs
がどの程度実施可能か、達成のためにどのような戦略が使用されるか、主要なステークホル
ダーの利益と関与は何かというような事柄について議論する。

（5　西野　桂子/8回）
・講師の紹介とセミナーの内容
・持続可能な開発と「誰一人取り残さない」という理念：SDGsにおける「誰一人取り残さな
い」という理念の背景、現状と課題を確認する。
・SDGs 4 教育：世界の教育の現状を分析し、質の高い教育から子どもや大人を取り残さな
いための答えを導き出す。
・SDGs 5 男女共同参画：男女不平等の根本原因を分析し、超貧困状態から脱却し、十分な
サービスを受けられない人々、特に女性のための金融システムにすべての人々が参加できる
ようにする。
・SDGs、VNR、その他のシステムの進捗状況のモニタリング：VNRやその他のモニタリング
ツールを用いて、SDGs達成に向けた進捗状況や課題を検証する。
・持続可能な開発目標の内容の総括／授業評価

オムニバス方式

（17　田頭　麻樹子/2回）
・SDGs 8 雇用と包括的成長：雇用における最近の世界的な傾向を分析し、貧困と不平等を
削減し、2030年アジェンダの目標を達成するために、なぜSDG8を推進することが必要なのか
を議論する。
・SDGs 10 不平等の削減：既存の課題について議論し、所得および非所得の不平等をよりよ
く捉え、取り組むための追加指標の可能性を探る。

（18　道券　康充/2回）
・SDGs 16 平和と公正をすべての人に：この目標に向けた進捗状況をレビューし、他のSDGs
との相互関係を分析し、この目標がもたらす課題と機会について議論する。
・SDGs 1 貧困削減：SDGs1達成に向けた世界的な取り組みについて、貧困に対処するツール
としての多次元貧困指数（MPI）に焦点を当てながら探る。

（19　森　臨太郎/2回）
・SDGs 3 保健システムとガバナンス：保健がグローバル外交の主要なアジェンダとなった
ことを論じ、保健システムをめぐるアーキテクチャー（6つの構成要素）を紹介する。
・SDGs 3 女性と子どもの健康とウェルビーイング：人口が増加する中、女性と子どもの健
康に関する課題がどのように変容してきたかを論じる。
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○高等教育推進センター規程

2010年３月12日 

理事会承認

（設置）

第１条 関西学院大学教務機構に高等教育推進センター（以下「センター」という。）を置

く。

（目的）

第２条 本センターは、教育力を強化し、教育の質を高めることにより、本学の教育の一層

の充実・発展に寄与することを目的とする。

（事業）

第３条 本センターは前条の目的を達成するために、次の事業を行う。

1 本学の教育力向上に資する全学的方針の立案および活動の企画・運営

2 教職員による自律的な教育改善コミュニティー形成の支援

3 高等教育に関する政策動向等の調査・研究

4 学習支援システムを活用した教育の開発・支援

5 TA・LA等の教育・指導力向上の支援に繋がる活動の企画・運営 

6 センター紀要、資料等の発行

7 その他必要な事業

（センターの構成員）

第４条 本センターに次の教職員を置く。

1 センター長 １名

2 センター委員 ２名

3 センター教員 若干名

4 センター教育技術主事 若干名

5 事務職員 若干名

第５条 センター長はセンターを代表し、センターの事業を統轄する。

２ センター長は本学専任教員の中から、学長が任命する。

３ センター長の任期は任命した学長の在任期間とする。

第６条 センター委員は、センター長とともに、センターの運営にあたる。

２ センター委員はセンター長を補佐する。センター長に事故あるとき、又はセンター長が

欠けたとき、センター委員はその職務を代行する。
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３ センター委員は本学専任教員の中からセンター長が推薦し、学長が任命する。

４ センター委員の任期は任命した学長の在任期間とする。

第７条 センター教員は、本センターの目的達成に必要な職務を行う。

２ センター教員は、センター会議が推薦した者を、大学評議会で決定する。

（センター会議）

第８条 本センターの円滑な運営を図るため、センター会議を置く。

第９条 センター会議は、次の委員をもって構成する。

1 センター長

2 センター委員 ２名

3 学長補佐 １名

4 教務副機構長

5 センター事務課長

6 その他センター会議が推薦し、センター長が委嘱した者 若干名

第10条 センター会議はセンター長が招集し、議長となる。 

第11条 センター会議は、次の事項を協議する。 

1 教育力向上に関する全学的方針の立案及びその方策の推進に関する事項

2 センター予算・決算に関する事項

3 センター諸規程に関する事項

4 センター教員及び教育技術主事の人事に関する事項

5 その他センターの事業に関する重要事項

第12条 センター会議は、構成員の過半数の出席をもって成立する。

第13条 センター会議の議事は、出席者の過半数をもって決する。

（センター運営委員会）

第14条 本センターにセンター運営委員会（以下「運営委員会」という）を置く。

第15条 運営委員会は、次の委員をもって構成する。

1 センター長

2 センター委員

3 センター教員

4 センター教育技術主事

5 センター事務職員 若干名

第16条 運営委員会はセンター長が招集し、議長となる。 
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第17条 運営委員会は、次の事項を企画・立案し、センター会議に提案する。 

1 センターの運営の基本方針に関する事項

2 事業計画に関する事項

3 高等教育についての調査・研究に関する事項

4 その他運営に関する必要な事項

（大学FD部会） 

第18条 大学のFD（ファカルティ・ディベロップメント）施策について、各学部等の独自

の取組を尊重しつつ全学的方針を立案するため、センター会議のもとに常設のFD部会を

置く。

２ 大学FD部会は、次の各号の委員をもって構成する。 

1 センター長（部会長）

2 教務機構長補佐 １名

3 各学部副学部長 １名

副学部長に差し支えあるときは、学部長補佐がこれを代行する。ただし、学部長補佐が

置かれていない学部については、学部が指定する委員とする。

4 言語教育研究センター副長 １名

5 教職教育研究センター副長 １名

6 共通教育センター副長 １名

7 ハンズオン・ラーニングセンター長

上記の第４号から第７号のセンター長若しくはセンター副長に差し支えあるときは、各

センターが指定する委員とする。

8 キャリア教育プログラム室長

9 スポーツ科学・健康科学教育プログラム室長

10 人権教育研究室副室長

11 国際教育・日本語教育プログラム室副室長

12 国連・外交関連プログラム室副室長

上記の第８号から第12号の室長若しくは副室長に差し支えあるときは、各室が指定す

る委員とする。

13 部会長が指名した者 若干名

センター事務課長、教務機構事務部教務課長及び部会長が必要と認めた者は、職務上出

席する。
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３ 委員の任期は１年とし、再任を妨げない。ただし、前項第１号から第12号に規定する

委員の任期はその職にある期間とする。

（大学院FD部会） 

第19条 大学院のFD（ファカルティ・ディベロップメント）施策について、各研究科等の

独自の取組を尊重しつつ全学的方針を立案するため、センター会議のもとに常設の大学院

FD部会を置く。 

２ 大学院FD部会は、次の各号の委員をもって構成する。 

1 センター長（部会長）

2 教務機構長補佐 １名

3 各研究科研究科副委員長又は副研究科長 １名

研究科副委員長又は副研究科長に差し支えあるときは、研究科委員長補佐又は研究科長

補佐がこれを代行する。ただし、研究科委員長補佐又は研究科長補佐が置かれていない

研究科については、研究科が指定する委員とする。

4 国連・外交関連プログラム室副室長

国連・外交関連プログラム室副室長に差し支えあるときは、国連・外交関連プログラム

室が指定する委員とする。

5 部会長が指名した者 若干名

センター事務課長、教務機構事務部教務課長及び部会長が必要と認めた者は、職務上出

席する。

３ 委員の任期は１年とし、再任を妨げない。ただし、前項第１号から第４号に規定する委

員の任期はその職にある期間とする。

（教育力向上企画専門部会）

第20条 本学が行う授業の内容及び方法の充実と向上を図るための施策を企画・立案する

ために、センター会議のもとに教育力向上企画専門部会を置く。

２ 教育力向上企画専門部会は、次の各号の委員をもって構成する。

1 センター長（部会長）

2 センター委員 ２名

3 学長補佐 １名

4 教務機構長補佐 １名

5 センター長が指名した者 若干名

３ 委員の任期は１年とし、再任を妨げない。ただし、前項第１号、第２号、第３号及び第
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４号の委員の任期はその職にある期間とする。

４ 専門部会の運営に関する事項は別に定める。

（研究助成審査評価委員会）

第21条 本センターに、第３条第３号に関する研究助成の採択審査及び成果報告の評価を

行うため、研究助成審査評価委員会を置く。

２ 委員会の構成はセンター会議で決定する。

（センター紀要委員会）

第22条 本センターに、第３条第６号のセンター紀要を編集するため、センター紀要委員

会を置く。

２ 委員会の構成はセンター会議で決定する。

（センター教員及び教育技術主事の人事委員会）

第23条 本センターに、第４条第３号のセンター教員及び第４号の教育技術主事の人事の

ため、人事委員会を置く。

２ 委員会の構成はセンター会議で決定する。

（事務）

第24条 この規程に関する事務は、教務機構事務部が行う。

（規程の改廃）

第25条 この規程の改廃は、センター会議及び機構長室会の議を経て、大学評議会で決定

する。

附 則

１ この規程は、2010年（平成22年）４月１日から施行する。 

２ この規程の施行をもって、「総合教育研究室規程」及び「情報メディア教育センター規

程」を廃止する。

３ この規程は、2010年（平成22年）４月１日から改正施行する。 

４ この規程は、2012年（平成24年）４月１日から改正施行する。 

５ この規程は、2013年（平成25年）４月１日から改正施行する。 

６ この規程は、2017年（平成29年）４月１日から改正施行する。 

７ この規程は、2022年（令和４年）４月１日から改正施行する。 

８ この規程は、2023年（令和５年）４月１日から改正施行する。 

９ この規程は、2025年（令和７年）４月１日から改正施行する。 
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